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研究要旨 

本研究では，男性と性行為を行う男性; Men who have Sex with Men（以下 MSM）の，新型コロ

ナウイルス感染症流行下における HIV 検査受検行動の把握を目的として，インターネットを介した

調査を行った。10 月下旬に首都圏の MSM を対象として、ゲイ向け出会い系 SNS に調査の実施を広

報するバナーを掲載し、オンライン調査サイトに誘導し，調査を実施した。対象の取り込み基準を満

たした回答者は 1,327 名。年齢の中央値 43 歳。何らかの性感染症に罹患したことがあると回答した

人は 64.0%，うち，最も多い疾患は梅毒で全体の 17.4%。これまでに HIV 検査を受検したことがあ

る人は 80.5%％。30%の人は緊急事態宣言後の 6 か月以内にあっても HIV 検査を受けていた。これ

までに受検経験がある人の内，宣言前には定期的に HIV 検査を受けていたと回答した人が 43.4%，

若い世代ほど定期的に検査を受けている人の割合が高かった。最後に検査を受けた場所としては，保

健所と病院等が各 30.3%，ランセットなどで採血したろ紙を郵送し，後日検査結果を得る郵送検査の

利用は 8.2%であった。緊急事態宣言後の半年間に HIV 検査を受けたいと思ったと回答した 614 人の

内，32.6%が新型コロナ感染症の予防のために HIV 検査の受検を控えたと回答した。 
外出自粛により，街など物理的な場を介した出会いは減少したものの，出会い系 SNS 等を介した

出会い探しの減少はわずかで継続していた。新型コロナウイルス感染症流行においても生活の一部と

して，HIV をはじめとした性感染症の罹患リスクは継続しているものと考えられる。HIV 予防啓発

や HIV など性感染症検査の提供と受検支援のための情報が，必要な人に必要な時に手に入るように、

継続させていく必要がある。 

A.研究目的 
本研究では男性と性行為を行う男性; Men who 

have sex with men（以下 MSM）の HIV 検査受

検行動支援のために必要な課題の整理と検査環

境整備への提言を目的として行う。 
2020年初頭から、新型コロナウイルス感染症の

流行に対する手探り対応と，当局によって発出さ

れた緊急事態宣言により，人々の生活・行動全般

に大きな影響をもたらした。新たな感染症に関す 
る相談や医療提供体制の調整等の対応のため，東 
京都内保健所の多くはこれまで提供してきた無

料匿名の HIV 検査など特定感染症の検査事業を

延期または中止とする対応を取らざるを得ない

状況に置かれた。 
第 155 回エイズ動向委員会報告によると，2020

年(令和２年)1 月から 6 月までの第１・第２四半

期の保健所とその他の検査機関を含めた HIV 検

査件数は，前年同期に比べて第一四半期で25.8%，

第二四半期で73.3%の減少となったことが報告さ

れている。 
これまで厚生労働省の研究班およびMSM に対

する HIV 予防啓発を行っている CBO は，世界的

潮流にそって HIV 感染リスクの高い MSM に対

して、HIV 検査の受検と定期的な受検を推奨して
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きた。しかし，このたびの新型コロナ感染症対応

によって公的検査機関による HIV 検査の提供が

大きく減少してしまい、第 2 次予防としての HIV
検査の受検行動支援として何をすべきか問われ

る事態となった。加えて、研究計画をともに遂行

してきた HIV 予防を目的とした MSM コミュニ

ティ CBO や行政機関との調整を予定通りに実施

することが困難な状況となった。 
本年の研究は当初の予定を若干変更した上で、

新型コロナウイルス感染症が流行し，緊急事態宣

言が発令されるなどにより，保健所等の機能や優

先事項，人々の行動が大きく変わる環境の中で，

我々の対象としてきた MSM の人達がどのように

新型コロナ感染予防を行い，HIV 検査受検行動や

性行動を含む HIV 予防行動をどうしていたのか

を把握することを目的として、CBO と連携した調

査研究を実施した。 

B.研究方法 
1. 調査実施方法と調査参加者 

MSM コミュニティ CBO と協議し、MSM の行

動を把握するための妥当な調査方法について協

議を行い，新宿二丁目等のベニューベースではな

く、インターネットを介したサンプリングによる

調査を行うこととした。 
 

2. 調査参加者のリクルート 
スマートフォンで利用することができるゲイ

男性向け出会い系アプリに，アンケート実施のバ

ナー広告を 10 日間掲載して，調査参加者を募集

した。バナーをクリックした参加者は，研究趣旨

の説明文を掲載した調査サイトにページ移動す

る。諸事項について同意した人は，オンライン調

査サイトへ移動するボタンをクリックし，調査サ

イトへ移動することによって調査参加の同意を

得たものとした。調査のバナー掲示から調査参加

ページを閉じるまでの調査回答受付期間は 2020
年 10 月 16 日から 26 日の 11 日間。 

 
 

3. 調査参加者の取り込み基準 
調査参加者の取り込み基準は，20 歳以上，自身

の性自認が男性，これまでに男性と性行為をした

経験がある，居住地が首都圏および関東近県（栃

木県，茨城県，群馬県，埼玉県，東京都，千葉県，

神奈川県，山梨県）である，HIV 陽性ではないと

した。この基準は調査趣旨説明サイトで説明した。

オンラインアンケートの１ページ目に取り込み

基準に相当する質問項目を配置した。その回答か

ら対象に該当しない人は，以降の質問を表示せず

に調査参加者要件に非該当である旨を謝辞と共

に掲示して回答を終了してもらった。 
 

4. 調査項目 
調査項目は、属性、HIV 検査受検経験、利用し

た検査の種類、性感染症の罹患経験、HIV に関す

る知識、MSM コミュニティを基盤とした HIV 予

防啓発プログラムの認知、性行動、HIV 予防行動，

新型コロナウイルス感染症の予防について尋ね

た。特に，HIV 検査行動などの予防行動に関して

は，4 月に発出された緊急事態宣言の前後の半年

間についてそれぞれ質問し，宣言による変化を確

認した。 
 
(倫理面への配慮) 
本研究は、侵襲を伴わない連結不可能匿名化の

データを収集する横断調査である。回答者それぞ

れの場所から好きな時間帯に，自らバナーをクリ

ックして調査サイトへ移動した上で回答する調

査であり，参加や継続に関しての強制や損失は無

く，回答は任意であり回答を辞めることで中断可

能である旨を説明した。また，本研究の研究計画

については山梨県立大学看護学部研究倫理審査

委員会の承認を受けた（承認番号 2020−16）。 

C.研究結果 
調査対象の取り込み基準を満たした回答者は

1,327 名（表 1）。年齢の中央値 43 歳，40 歳代が

最も多く 36.6％を占めた。東京都 23 区内居住者

からの回答が 52.3％，正規雇用労働者が 67.9%を
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占めていた。何らかの性感染症に罹患したことが

あると回答した人は 64.0%，そのうち，最も多い

疾患名は梅毒で，全体の 17.4%，性感染症既往あ

りの内 27.2%であった(表 2)。 
 

1. 緊急事態宣言前後の行動（表３） 
宣言前(3 月まで)のゲイバー利用者は全体で

39.8%であったのに対して，宣言が出た 4 月以降

9 月までの半年間でのゲイバー利用者は 26.3%に

減少していた(p<0.001)。有料ハッテン場利用者も

43.4%であったものが，24.5%に減少していた

(p<0.001)。そのほか全体的に出会いの場の利用は

縮小していたものの，出会い系スマホアプリの利

用者は 74.8%から 70.8%と減少してはいたが

(p<0.001)，それでも 7 割の人が利用していた。ア

ナルセックスの時にコンドームを必ず使ったと

答えた人の割合は，36%から 33.6%へと減少して

いたが統計的に有意ではなかった。 
 

2. 緊急事態宣言前後の個人の行動変化（表 4） 
宣言前の回答と宣言後の回答を個人の変化と

して集計した(表４)。宣言前にゲイバーを利用し

ていた 526 人の内 58.6%（308 人）は宣言後の半

年間にゲイバー利用があり，41.4%は利用しなく

なっていた。同様有料のハッテン場は宣言前に利

用していた 324 人中 49.1%（282 人），出会い系

スマホアプリは 989 人中 9.6%（95 人）が利用し

なくなっていた。コンドーム使用は常に使用して

いた 242人中 17.3%(42人)が常に使用ではなくな

っていた。 
 

3. HIV 検査受検行動（表 5） 
これまでに HIV 検査を受検したことがある人

は全体で 80.5%％、年齢階級別に見ると 20 歳代

で最も低く（73.8％），40 歳代で 83.5%であった。

これまでの検査回数は 2回から 5 回あるという回

答がどの年齢でもおおよそ 3 分の 1と最も多くを

占めていた。30%の人は緊急事態宣言後の 6 か月

以内にあっても検査を受けていた。 
これまで受検経験がある 1,068 人の内，宣言前

には定期的に HIV 検査を受けていたと回答した

人が 43.4%，若い世代ほど定期的に検査を受けて

いる人の割合が高かった。最後に検査を受けた場

所としては，保健所と病院等が 30.3%，ランセッ

トなどで採血したろ紙を郵送し，後日検査結果を

得る郵送検査の利用は 8.2%であった。 
緊急事態宣言後の半年間に HIV 検査を受けた

いと思ったと回答した 614 人の内，32.6%が新型

コロナ感染症の予防のために HIV 検査の受検を

控えたと回答した。 
 

D.考察 
今回の調査では、緊急事態宣言の発出に伴って

求められた行動の自己制限（外出自粛）の様子が，

インターネットを介した標本を対象とした調査

によって明らかになった。新宿二丁目を中心とし

た店舗を有するゲイバー(39.8%→26.3%)や有料

ハッテン場(43.4%→24.5%)の利用者が顕著に減

少していたのに対して、出会い系 SNS の利用は

1 割ほどの減少にとどまった。物理的な場を介し

た出会いが減少することによって HIV など性感

染症の感染機会が減少したように見えるが，新型

コロナウイルス感染症流行においても HIV をは

じめとした性感染症の罹患リスクは継続してい

るものと考えられる。 
生涯検査受検割合は 80.5%，30%の人は緊急事

態宣言後の 6か月以内にあっても検査を受けてい

た。最後に受けた受検場所は，保健所と病院等が

各 3 割と多く，受検意図があった人の内，

21.2%(130 人)が受けようと思っていた保健所や

病院の検査が休止していたため受けられなかっ

たことがあるというように，検査の休止あるいは

延期の影響は大きいものであった。 
本研究の限界として，本調査の実施が 10 月末

であったとはいえ，リクルートをゲイ向け出会い

系アプリで行ったため，アプリの利用者は緊急事

態宣言発出後も 7 割と高いものであった。比較的

出会いなどに積極的な層であると考えられる。 
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E.結論 
外出自粛により，物理的な場を介した街などで

の出会いは減少したものの，インターネット等を

介した出会い探しはわずかの減少で継続してい

た。新型コロナウイルス感染症流行においても当

然ながら生活の一部として，HIV をはじめとした

性感染症の罹患リスクは継続してあるものと考

えられる。緊急事態宣言発出以降の半年間に於い

ても，HIV 検査受検を希望する人が 46.3%いたこ

とからも、新型コロナウイルス感染症など新興感

染症流行時に新型感染症の流行をコントロール

しつつ、HIV をはじめとした性感染症の検査や相

談を担う機関等の情報の整理や確保が必要にな

ると考える。 
新型感染症流行下などにおいても，HIV や性感

染症予防啓発や検査の提供と相談，受検支援のた

めの情報が，必要な人に必要な時に手に入るよう

に、継続させていく必要がある. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

F.健康危険情報 
なし 
 

G.研究表 
1. 論文発表 
・Noriyo Kaneko, Satoshi Shiono  Adam O 

Hill, Takayuki Homma, Kohta Iwahashi, 
Masao Tateyama, Seiichi Ichikawa. 
Correlates of lifetime and past one-year HIV-
testing experience among men who have sex 
with men in Japan. AIDS Care, 2020 (2). 

2. 学会発表 
なし 

 
H.知的所有権の出願・登録状況（予定を含む） 
なし 
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表 ．回答者の属性（年齢階級別）

 
  

年齢（10歳階級）

age.年齢（10歳階級）
20歳代
30歳代
40歳代
50歳代
60歳以上

Q04.あなたは次のどれにあてはまりますか
ゲイ（男性同性愛者）
バイセクシュアル（両性愛者）
ヘテロセクシュアル（異性愛者）
わからない・決めたくない

Q06.あなたが今お住いの地域を教えてください
東京都の23区内
東京都23区外
神奈川県
埼玉県
千葉県
茨城県
栃木県
群馬県
山梨県

Q07.あなたの国籍を教えてください
日本
日本以外(具体的に)

Q08.あなたの今の職業として、もっとも近いのは次のどれですか
正規雇用
非正規雇用（パート・アルバイト・契約社員）

自由業・自営業・経営
学生
働いていない
その他 (具体的に)

合計 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳以上
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表 ．回答者属性と 関連知識 年齢階級別

 
 

年齢（10歳階級）

Q09.あなたはこれまで新宿二丁目にある「コミュニティセンターakta」に行ったことがありますか
行ったことがある
aktaを知っていたが、行ったことはない
今まで知らなかった

Q10.あなたは下記の施設やウェブサイトを知っていますか
東京都南新宿検査・相談室
HIVマップ
HIV検査・相談マップ
いずれも知らない

Q11.「HIVに感染していても、治療で血液中ウイルス量が検出限界以下の人は、セックスの相手にHIVを感染させることはない(U=U)」
知っている
知らない

Q12.自分のセックスやセクシュアリティに関する困りごとを、相談できる人は何人くらいいますか
いない
1人
2-5人
6人以上

Q13.自分のセクシュアリティについて、カミングアウトした人は何人くらいいますか
いない
1人
2-5人
6人以上

Q14.これまでにPrEP(抗HIV薬を飲むことでHIV感染リスクを減らす方法)を行ったことはありますか
ある
ない

Q15.これまでに次の性感染症にかかったことがありますか（あてはまるものすべて☑）
梅毒
クラミジア
淋病
A型肝炎
B型肝炎
C型肝炎
尖圭コンジローマ
どれもない
答えたくない

合計 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳以上
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表 ．緊急事態宣言前後の性行動など（年齢階級別）

年齢（10歳階級）

Q16_a.宣言”前”(3月まで)の半年間に利用した施設など
ゲイバー
ゲイ向けのクラブイベント
有料のハッテン場
野外のハッテン場
出会い系スマホアプリ・ウェブサイト
どれも利用していない

Q16_b.宣言後(4月以降)の半年間に利用した施設など
ゲイバー
ゲイ向けのクラブイベント
有料のハッテン場
野外のハッテン場
出会い系スマホアプリ・ウェブサイト
どれも利用していない

Q17_a.宣言”前”(3月まで)の半年間に利用したもの
ラッシュ(ポッパー)
大麻(マリファナ)
覚せい剤(シャブ・スピード・クリスタルメス)

MDMA(エクスタシー)
どれも利用していない

Q17_b.宣言後(4月以降)の半年間に利用したもの
ラッシュ(ポッパー)
大麻(マリファナ)
覚せい剤(シャブ・スピード・クリスタルメス)

MDMA(エクスタシー)
どれも利用していない

Q18_a.宣言"前"(3月まで)の半年間にしたもの
相手にお金を払ってセックス
相手からお金をもらってセックス
いずれもない

Q18_b.宣言後(4月以降)の半年間にしたもの
相手にお金を払ってセックス
相手からお金をもらってセックス
いずれもない

Q19.宣言"前"(3月まで)の半年間のアナルセックスの相手の人数
アナルセックスはしなかった(0人)
1人
2−5人
5人以上

Q19.宣言後(4月以降)の半年間のアナルセックスの相手の人数
アナルセックスはしなかった(0人)
1人
2−5人
5人以上

Q20.宣言”前”の今年3月までの半年間のアナルセックスでのコンドーム使用
アナルセックスはしなかった ー ー ー ー ー ー
必ず使った
使うことが多かった
使わないことが多かった
使わなかった

Q20.宣言後の今年4月以降の半年間のアナルセックスでのコンドーム使用
アナルセックスはしなかった ー ー ー ー ー ー
必ず使った
使うことが多かった
使わないことが多かった
使わなかった

合計 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳以上
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表 ．緊急事態宣言前後のゲイ向け商業施設利用と 予防行動の変化（年齢階級別）

 

年齢（10歳階級）

Q16_1.緊急事態宣言前後のゲイバー利用の個人の行動変化
(前)利用　　→(後)利用せず
(前)利用　　→(後)利用
(前)利用せず→(後)利用
(前)利用せず→(後)利用せず

Q16_3.緊急事態宣言前後の有料ハッテン場利用の個人の行動変化
(前)利用　　→(後)利用せず
(前)利用　　→(後)利用
(前)利用せず→(後)利用
(前)利用せず→(後)利用せず

Q16_5.緊急事態宣言前後のアプリ利用の個人の行動変化
(前)利用　　→(後)利用せず
(前)利用　　→(後)利用
(前)利用せず→(後)利用
(前)利用せず→(後)利用せず

Q20_1.緊急事態宣言前後のアナルセックス時のコンドーム使用の個人の行動変化（アナルセックスありの人）
(前)常用　→(後)常用
(前)常用　→(後)常用せず
(前)常用せず　→(後)常用
(前)常用せず　→(後)常用せず

合計 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳以上
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表 ． 検査受検行動と緊急事態宣言下の対応（年齢階級別）

 
 

年齢（10歳階級）

Q22.これまでにHIV検査を受けたことはありますか
ない
1回だけある
2回から5回ある
6回以上ある

Q23.[受検経験ありのうち]緊急事態宣言"前"(今年3月以前)は、HIV検査を定期的に受けていましたか
6か月またはそれより短いペースで受けていた

おおよそ1年に一度のペースで受けていた
特にペースは決めていなかった

Q24.[受検経験ありのうち]HIV検査を最後に受けたのはいつですか
過去６か月以内
６か月以上1年以内
1年以上2年以内
2年以上前

Q25.[受検経験ありのうち]最後に受けたHIV検査の種類（場所）はどれですか
保健所・保健センター
病院、診療所、クリニック
手術前・入院時の検査
東京都南新宿検査・相談室
東京都多摩地域検査・相談室
HIVcheck.jp　（aktaで配布していた検査キット）

郵送検査(血液を検査場に送り、ウェブで結果受け取り)

自己検査キット(血液や唾液などによって、その場で結果を見るもの)

イベントHIV検査会
その他 (具体的に)

Q26.緊急事態宣言後(今年4月以降)の半年間に、HIV検査を受けたいと思ったことがありますか
ない
ある

Q27.[宣言後半年に検査希望ありのうち]宣言後の半年間に、新型コロナの感染予防のために、HIV検査受検を控えたことはありますか
ない
ある

Q28.緊急事態宣言後(今年４月以降)の半年間に、受けようと思っていたHIV検査が休止していて、検査を受けられなかったことがありますか
ない
受けようと思っていた保健所がHIV検査を休止していた

受けようと思っていた病院や診療所がHIV検査を休止していた

その他 
Q29.緊急事態宣言後(今年4月以降)の半年間に、保健所や病院のHIV検査が利用できなかった時、他のHIV検査を利用しましたか

4月以降は検査を受けていない
他の地域の保健所・保健センターを利用した

他の病院、診療所、クリニックを利用した

東京都南新宿検査・相談室を利用した
東京都多摩地域検査・相談室を利用した
献血を利用した
郵送検査を利用した
自己検査キットを利用した
イベントHIV検査会を利用した
その他 (具体的に)

60歳以上50歳代40歳代30歳代20歳代合計
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表 ．緊急事態宣言による各行動の増減（年齢階級別）

 

年齢（10歳階級）

Q30.セックスの相手の数
増えた
減った
変わらない
していない/利用していない

Q30.出会い系アプリ・サイトを使って会った相手とのセックス
増えた
減った
変わらない
していない/利用していない

Q30.ハッテン場でのセックス
増えた
減った
変わらない
していない/利用していない

Q30.ゲイバーなどゲイ向けのお店の利用
増えた
減った
変わらない
していない/利用していない

Q30.飲むお酒の量
増えた
減った
変わらない
していない/利用していない

Q30.セックスドラッグを使うこと
増えた
減った
変わらない
していない/利用していない

Q30.PrEPの薬を入手するのに苦労したこと
増えた
減った
変わらない
していない/利用していない

合計 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳以上
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表７．新型コロナウイルス感染症への対応等（年齢階級別）

 

年齢（10歳階級）

Q21/セックスについて、あなたが今、新型コロナの感染予防のためにしていることがあれば、お選びください（あてはまるものすべて☑）
セックスの前と後に手洗いとうがいをする

シャワーをこまめに浴びる
自分や相手の体調が悪い場合、セックスをひかえる

窓やドアを開けて、換気のよい状態を保つ
飛沫が飛ぶのをおさえるため、セックスのときもマスクを着ける

キスやアナルなめ、生フェラなど口をつかった行為をさける

セックスの相手を特定の人に限るなど、少なくする

セックスの機会を減らして、オナニーを楽しむ
ビデオチャットなどでバーチャルセックスを楽しむ

セックスについて新型コロナ感染予防を特にしていない

セックスをしていない
Q31.新型コロナの感染予防のためにしていることをお選びください（あてはまるものすべて☑）

換気が悪い場所にはいかないようにしている
人がたくさん集まっている場所に行かないようにしている

他の人と、近い距離での会話や発声をしないようにしている

手洗い・うがいやアルコールによる手や指の消毒をしている

せきやくしゃみをする時は、マスク・ハンカチ等を口にあてる

仕事はテレワークにしている
社会的距離を意識して行動している
不要不急の外出を避ける
特にやっていることはない
その他 (具体的に)

Q32.あなたはこれまでに新型コロナに感染していると医療機関で診断されたことがありますか
はい
いいえ

Q33.直近２週間で、自分にあてはまることをお選びください（あてはまるものすべて☑）
海外から帰国した
職場や学校の同僚・友人に「新型コロナウイルス」と診断された方がいる

職場や学校の同僚・友人に発熱などの症状が出た

同居するパートナー・家族などに「新型コロナウイルス」と診断された方がいる

同居するパートナー・家族などに発熱などの症状が出た

身体・健康について心配している
収入・雇用に不安を感じている
人間関係について不安を感じている
毎日のように、ほとんど１日中ずっと憂うつであったり沈んだ気持ちでいる

ほとんどのことに興味がなくなっていたり、大抵いつもなら楽しめていたことが楽しめない

上記にあてはまるものはない
Q34.あなたは、新型コロナ接触確認アプリ（COCOA）を使ったことがありますか

使っている
使っていたが、今は使っていない
知っているが、使ったことがない
今まで知らなかった

合計 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳以上
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